
数u問

＇ 2025年度入学試験問題

数 学

注意事項

1. 試験開始の指示があるまで問題用紙を開いてはいけません。

2. 解答はすべて黒鉛筆(HB)〈シャープペンシルは， HB0.5mm以上の芯であれ

ば使用可〉で別紙解答用紙所定の欄に記人してください。

3. 解答用紙右端の出席票に印刷されている受験番号を確認してください。間違いが

なければ氏名欄に署名し，切取線から切り離してください。

4. 試験時間は 60分です。

5. 問題は 3ページで大問 3問です。余白は計算用紙です。
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〔I〕図のような円に内接する長方形OABCにおい

て，辺 ABをI: 2に内分する点を Dとし．直線

ODと円の交点のうち， 0でないものを Eとする。

OA = 4, OC = 3とし，豆L¥= ;,仮==;とする

とき．次の問いに答えよ。

9 - ~ 
(1) ベクトル ODをa, Cを用いて表せ。

(2) cos乙BODの値を求めよ。

—• ージ
(3) ベクトル OEをa, Cを用いて表せ。
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〔II〕O~x く 2 1[におい

1 
y = 3(sin3 x + cos3 x) + sin x cos x(sin x + cos x) 

+ sin x cos x 2(sin x l
-
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を考える。次の［ニニコをうめよ。ただし ［口こ］＇ ［口こ］以外は数

値でうめよ。

sin x + cos x = tとおくと．tのとりうる値の範囲は

亡二げ亡ニコ
である。ま sin x cos xをtを用いて とsinxcos x =［三二］となる。

さらに，yをtを用い

したがって，yはt

とy=［ロコとなる。

亡二］で最小値をとり，t 仁で

ロニコをとる。よって書yの最大値を与える xの値は［ロロ］となる。
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〔m〕集合A,Bを

A = { X 11 ~ X ~ 99, Xは3の倍数｝

B = { X 11 ~ X ~ 99. Xは5の倍数｝

とする。次の［ニニコを数値でうめよ。

AnBは1以上99以下の［ロロコの倍数全体の集合である。 Aの要素の個

数を／とおくと，f=［こここlである。 Aの要素を小さい順に佑． a2,
aflとおくと，

± ak = a1 + a2 + a3 +…… +ap =ニ
k = 1 

である。

AUEの要素の個数を m とおくと， m= ［ここコである。 AUEの要素を

小さい順に Xi, X2, •• ・.. ・, Xmとおくと，

f X1c = X1 + X2 + X3十……＋心＝亡二］
k = l 

である。また， AUBの部分集合で， 2個の要素からなるものは全部で［ここ二］個

あり，そのうち，整数aを用いて {a.a+ 2}と表されるものは全部で［ここ二l個

ある。

（以上）
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